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CON T EN T S

あいさつ
地域連携・貢献センター長

小川 喜道

透析医療施設への支援にJHAT代表の
山家敏彦特任教授が現地にて活動

令和6年能登半島地震／支援報告

　年明けに能登半島地震に見舞
われ、多くの被災者を出し、インフ
ラの課題から長期化する避難生活
となり、厳しい年の始まりとなりま
した。当大学では被災地出身の学
生の皆さんへの配慮、そして、当大

学に本部のあるJHATによる支援
活動を行ってまいりました。
　2024年4月より、本学キャンパス
の中央にKAIT TOWNが開設され
ます。そこに、当地域連携・貢献セ
ンターとeスポーツセンターが入
り、地域の方々と活発な交流をし
ていくこととなります。地域の皆さ
まに親しみある、さまざまなアイデ
アを取り込める創造性豊かな場と
なるよう努めてまいります。

　神奈川工科大学に本部が置かれている、日本災害時透析医療協

働支援チーム（ＪＨＡＴ）は､被災された透析医療施設の1日も早い

復旧と透析患者さんの治療が途絶えることのないよう支援する組

織です。日本透析医会、日本臨床工学技士会、日本腎不全看護学

会、日本血液浄化技術学会の透析医療関連の4団体で構成されて

います。今回、能登にて、被災地および周辺地域の調査、情報収

集、支援物資供給センターの設置および運営、透析医療支援のた

めの人員派遣などを行っています。

　今回、多くの医療支援チームは、道路の崩壊、余震などにより被

災地への支援がほぼ1週間遅れ、物資供給センターの開設も1月11

日となりました。それでも、被災地域の先遣視察・調査、支援物資

の配送と希望物資調査、透析医療施設へ約1000箱の物品配送

（出務人数は延べ110名）、支援透析受け入れ施設への医療者派

遣（2施設に対し、1月9日～2月3日まで延べ23名派遣）してきまし

た。1月11日～1月26日までの支援物資供給センターへの出務人

数：のべ110名、各施設への配送をお願いした企業は5社でした。

（2月3日時点）

長い断水が続く中、簡易トイレ、下着(洗濯が出来ない)などの希望

物資が大変多く、あらためて被災地の苦労が強く感じられました。

ご挨拶

透析医療施設への支援に
JHAT代表の山家敏彦特任教授が
現地にて活動

【令和6年能登半島地震／支援報告】
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大震災の被災地で・・・

【神奈川工科大学の地域貢献】
地域から学ぶその1
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神奈川工科大学の周囲のこと、
「あつぎ」について知る・・・

地域から学ぶその2
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地域から学ぶその4
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ロボット・メカトロニクス学科
共生社会実践への学生参画

地域から学ぶその5

　神奈川工科大学地域連携・貢献センター／地域連携災
害ケア研究センターでは、防災・災害対策について、継続
的に意見交換・情報交換を行っている厚木市役所を始め
とした産学官民の関係機関との協働や、これからの地域
連携の在り方や大学の役割について考えていきます。

医療機器メーカーの協力にて医療物資供給センターを設置しました。

道路の寸断により、金沢から
輪島などを往復するのに12時
間を要したこともあります。
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　　　　ざっと、概要をうかがいました。学生に、まずは
なぜ、この授業を選択したのか聞いてみましょう。
小川

　　　　情報ネットワーク・コミュニケーション学科（Ｎ
科）の3年生です。この授業を履修したのは、シラバスを調
べていて、石巻に行くと知ったからです。私は誕生日が3月
11日なので、3.11については、気になって、いろいろと調べ
てきました。その日は小学校2年生の誕生日で、学校の帰
りの会の時間に地震があって「あーあ、これでケーキ屋さ
んがお休みになって、ケーキが買ってもらえないなぁ～」っ
て思ったことを覚えています。
　　　　情報メディア学科（Ｄ科）の3年生です。この授業を
履修したのは午前中の授業だけで帰宅するのは、もったいな
かったので、月曜日の3限（13:20～14:50）に何か履修したい
なと探して見つけました。2011年の3月11日は家にいました。
被害にあった現地を見てみたいという思いはありました。

竹中

壁谷

2023年夏、3.11東日本大震災の被災地で・・・
「その時」には受け止めきれず、ひっかかりを覚え、何かの拍子にふっと思い出し、記憶のかけらを取り出し考える。繰り返し、
咀嚼しては考える。そんな「その時」をこの夏に大学の授業として体験した学生の地域での取り組みを紹介します。

神奈川工科大学の地域貢献

　　　　久しぶりに、田邉先生とお会いした時に、「この
夏に、フィールドワークを再開し石巻に学生2名と行ってき
ました。」と伺ったので、そのお話を、参加された学生さん
からも、是非、聞かせていただきたいと思い、今日は時間
を作っていただきました。田邉先生、竹中さん、壁谷さん、
よろしくお願いします。

小川

　　　　教職教育センターで教職課程の授業を主に担当し
ています。カリキュラム改革の大きな流れの中で、学生さんが
専門以外に「自由にやりたいことをやれる科目」の設定が難
しくなってきています。そんな中で、専門科目ではないけれ
ど、自分の意志で学びを創造して道を切り拓いて欲しいとの
想いから、基礎教養教育センターの師玉先生・三浦先生と３
名でこの演習を共通基盤科目として確保してきています。
　私の授業は複数のワークショップで構成し、「ひとつの
モノで自分を語る」「KAIT工房でモノづくり」「地域やキャ
ンパスの再発見」「(希望者のみ)東日本大震災被災地
フィールドワーク」などです。通年2単位の授業なので、学
生から見ると（他の授業であれば4単位とれるため）、お得
感に欠けるとは思います(笑)。竹中さんや壁谷さんも、そう
いったことを把握したうえでの受講です。
　元々は、私の研究活動として2011年の東日本大震災の
発災後、宮城県石巻市雄勝町を「定点観測地」として
フィールドワークを毎年行っていました。震災から２～３年
後からは学生も連れて通ってきましたがコロナ禍で途絶え
てしまい、今年度は再開して初めての実施です。以前は、
他大学とのコラボレーションで、児童の犠牲が多数出てし
まった大川小学校にその後残された子どもたちが間借りし
ていた小学校で、子どもたちとの交流をしたり大学生によ

田邉

雄勝ローズファクトリーガ―デンとは
2011年3月11日の巨大津波で壊滅した石巻市雄勝町を復興す

るための“花と緑の力で”を合言葉に、被災住民が立ち上げた

復興プロジェクト。被災者が亡くなった人とつながる慰霊の場

として、また被災者と支援者が交流する癒しの場としてガーデ

ンを運営するとともに、震災の教訓を伝える防災教育・語り

部、写真掲示などの震災伝承活動を実施。

地域から学ぶ そ の 1

田邉 基子教授
所　　　　属：教職教育センター
担  当  講  座：教育学、人文社会科学演習、

教職概論、教育実習Ⅰ・Ⅱなど。
学生への希望：「学生のみなさんには、自分の
　　　　　　 意志でさまざまな場所・人に出会うこと

で、道を切り拓いてほしいです。」
ホームページ神奈川工科大学教職課程支援教員採用試験対策室
（kait.jp）より一部抜粋

人文社会科学演習について（シラバスより一部抜粋）
東日本大震災・津波・原発事故と地域・子ども・学
校をテーマに学び、希望者は課外で石巻市雄勝町
フィールドワークを企画し実施する。最終的に成
果報告会ないし報告集の発刊をめざす。

情報学部
情報ネットワーク・コミュニケーション学科
3年 竹中 誠人（左）
情報メディア科
3年 壁谷 侑汰（右）

る特別授業を受け持たせてもらったりしていました。福祉
や教育系が多い参加大学の中で、神奈川工科大学の特性
を活かし「流れのふしぎ実験教室(協力：石綿良三先生)」
や「科学教室(理科免許課程の学生を中心に)」の実施な
どを喜んでいただきました。今回は、本授業単独で行い、
雄勝町の復興拠点になっている雄勝ローズファクトリーガ
―デン「花物語」（以下ローズガーデンという）でのボラン
ティア活動と防災教育の受講をし、仙台市や石巻市の震災
遺構となった３か所の小学校や駅舎などを２泊３日で廻っ
てきました。大川小学校では犠牲になった児童の保護者
(語り部)のお話を伺うことができました。



3

　　　　震災被害をそのまま残す価値は後世に語り継いで、
次は「こうしない」という教訓とすることだと思います。一方の
ローズガーデンは災害によって何もなくなった土地で、人間の
営み、生産性を再生して、新しい価値を生み出すということだと
思います。ローズガーデンの方が、どちらかというと過去にとら
われていないかのように見えますが、そもそも災害による被害
によって、全てがなくなってしまったから再生せざるを得なかっ
たわけですし、どちらも大切な意味があることだと思います。
　　　　被災状況をそのまま遺すこと、伝えることで教訓と
することも、新しく造りだすことも、どちらも意味があると思
います。

神奈川工科大学では、産官学民の取り組みを継続しています。2023年12月から、厚木市消防
署と連携して学生や地域の方を対象とした応急手当講習会を開始しました。防災意識の醸成
や非常時に役に立つ知識、スキルの獲得による災害対策、地域貢献を目指しています。

竹中

　　　　普段では体験できない体験ができました。体験し
て考えてみることは重要なことだし勉強になると思います。
　　　　現現地に行く体験型の学びで意味深いと思いま
すが、現地に行って集中して学んだことが良かったのかな
と。もしこれが週に１回とか、月に１回とか頻繁だと厳しい
かもと感じます（笑）。ルーティンになると自分の中で、ど
れだけ受け止められるかは自信がありません。

竹中

壁谷

　　　　今回のフィールドワークでは、人と出会ったり、
現場に行ったりと、普段の授業とは形態が違ったわけです
が、実際に体験してみて、このような授業はどうでしたか？

小川

　　　　今回のフィールドワークでの刺激を受け止めること
ができたのは、問題意識やモチベーションがあったからです
ね。フィールドワークに行ってみようと思った時がスタート
だったんですね。今日は、石巻でのフィールドワークの様子を
教えて頂きました。現地でのボランティアの様子や地域連
携・貢献のお話をもっと伺いたかったのですが授業の時間
が迫ってきたので、終了します。

小川

　　　　一番、心に残っているのは大川小学校の語り部
のお父さんの言葉です。「ここは普通の、本当にごく普通
の所だったんです。今は何もないけれど、街があって、小
学校があって、特別ではない普通の生活がありました。」
と伺ったあとに、実際に、小学生たちが逃げた経路を確
認し、お父さんたちの体験、「生き埋めになった子どもた
ちを自分たちの手で掘り起こし、掘り出したときは無我夢
中で、掘り出した子どもを抱き上げて家に連れ帰ろうとし
たら、警察に『遺体は家に連れ帰ってはいけない』と言わ
れ、家に連れていくことが出来なかった。」との体験を聞
きました。そして、語りの最後に「自分たちの子どもが生き
埋めになっていた場所が、今、皆さんが座っているこの場
所です。」と話してくださり、正直、衝撃を受けました。

竹中

　　　　一番初めに話を聞いた時は衝撃的で、その時は衝
撃が大きくて考えがまとまらなかったのですが、落ち着いて
考えてみると、日常が安全だと思っていても、人は唐突に命
を奪われることがあり得ることを実感しました。具体的な行
動がとれるような意識を持つことが必要だと思いました。
　　　　３・11の時、私は小学生で、家の中にいて大変な
ことが起こっているんだなと思ったけれど他人事でした。
実際、石巻に行くまでは他人事でした。石巻で、震災直後
に大川小学校の先生や地域の人たちの多くは「ここは安
全です」と言っていたそうです。先生が安全だと言ってい
たところが大きな被害にあって…。いつ、災害にあっても
おかしくないのだとと実感しました。

　　　　言語化することは難しいのですけれど、このこと
は各々が自身で消化して受け止めていくしかないのでしょ
うけれど、ショック以外の何かを感じましたか。

小川

竹中

壁谷

　　　　ローズガーデンで防災
について学んだことが印象に
残っています。防災は日頃か
ら、自分のこととして備えること
が大切だと思っています。
　　　　ローズガーデンでの体験から、復興の意味を考
えさせられました。何もなくなってしまった被災地に花を
咲かせて、再生し、復興していく様子と、被災地をそのま
ま残して、維持することによって3・11の風化を防ぐ様子の
両方を視ることが出来ました。

竹中

壁谷

　　　　被災地を生産の場にしていく「復興」と、被害の
状況をそのまま遺すことで、教訓として未来をつくっていく
という双方向の在り方を今回のフィールドワークで感じて
きたんですね。それぞれの意味合いは違いますよね。意味
の違いをどんなふうに捉えましたか。

小川

　　　　東日本大震災と神奈川工科大学の関りについて
は「神奈川工科大学/災害支援関連ブログ（goo.ne.jp）」
に記録されているので、時間があるときに、見てもらえる
と嬉しいです。また、その活動等を契機として、地域連携
災害ケア研究センター（https://kait-ccd.jp/）が誕生し
たわけです。端折って紹介すると、神奈川工科大学は、発
災後、本当に早期に支援を開始して、支援物資を送った
り、車椅子修理屋サークルが被災地で活動したりしてきま
した。今でも、継続できることを細 と々続けています。ま
た、誰も知らないと思いますが、被災地のスイセンの球根
は学生グループ「ECO推進みどり」が育て、キャンパスで
花を咲かせていました。そんなこともあったということも
念頭に入れて、この夏の話を聞かせてください。

小川

　　　　凄く悲惨な事実を突き付けられてしまっているのか
なと思います。災害で日常が崩れることを目の当たりにして…。
その次のことは考えられますか。フィールドワークに行ってか
ら、2ヶ月経ったのだけれど、今、考えていることはありますか。

小川

壁谷
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神奈川工科大学の周囲のこと、「あつぎ」について知る・・・

神奈川工科大学の地域貢献

　神奈川工科大学の周りには、縄文土器や化石の発掘現場
（本当にすぐ近くです）や由緒ある寺院、徳川家康の朱印状を
保管する神社、国の重要無形文化財指定の相模人形芝居
等 、々見どころがたくさんあります。気付かずに卒業される学生
が多いことと思います。そこで、あつぎ郷土博物館の学芸員3名
のご協力をいただき、明治から大正期に厚木で農民文学者とし
て活躍された「和田傳」の文学からみたあつぎ、農具からみた
あつぎの講義、及び博物館の見学、解説をいただき、受講学生
との意見交換を3回にわたって行い、受講学生にとって「あつ
ぎ」を深く理解し、郷土の魅力を知る機会を得ることが出来ま
した。受講学生は、情報学部3学科から4名が参加しました。

地域から学ぶ そ の 2

あつぎ郷土博物館を見
学、郷土史を学ぶ

学芸員の方から厚
木の作家・和田傳
のお話を受ける

基礎・教養教育センター『人文社会科学演習』の取り組み
担当:師玉真理教授

臨床工学科

神奈川工科大学の地域貢献

　神奈川県共生社会アドバイザーの高野元さん(ALS, 人
工呼吸器使用)の日常生活とITによるコミュニケーション
のお話、学生とのディスカッション。

地域から学ぶ そ の 3

神奈川県共生社会アドバイザーの高野元さん

『医用機器概論』
担当:山家敏彦特任教授

T O P I CSトピックス

01 近隣の小学校、中学校、高等学校との協働

2023年7月21日
厚木愛甲地区小学校安全部会の先生たち（31名）と
災害対策のワークショップ（ファシリテーター：高嶋渉准教授）を
行いました。

2023年9月2日
厚木北高等学校学校運営協議会
「厚木北地区における防災検討会」を本学で行いました。

2023年9月3日
厚木市総合防災訓練「子中自治会」避難訓練　約100人参加
（自治会会員、睦合中学校生徒70名、市役所職員など）
参加者全員に当大学備蓄食品「尾西のえびピラフ」を配布

2023年11月6日
厚木北高等学校にて防災についての講演
（講師：久保田昌彦理事）を行いました。

2023年11月27日
厚木市立三田小学校2年生110名が見学に来られました。

2023年９月３日
子中自治会避難訓練
厚木市立睦合中学校
生徒70名参加

2023年11月27日
KAIT広場
厚木市立三田小学校
2年生110名見学

2023年11月27日　
図書館
厚木市立三田小学校
2年生110名見学
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ロボット・メカトロニクス学科

神奈川工科大学の地域貢献

　神奈川県では、「ともに生きる社会か
ながわ憲章」の理念に基づき共生社会
を自分事として考え行動する『共生社会
実践セミナー』を2024年12月に開催し
ました。当大学三枝研究室ゼミ生は継
続的にこの事業に参画していますので、
これまでの活動報告を行い、参加5大学
学生との意見交換、障害当事者との交
流をしました。

地域から学ぶ そ の 5

共生社会実践への学生参画
担当:三枝亮准教授

ロボット・メカトロニクス学科

神奈川工科大学の地域貢献

　2023年11月24日の神奈川県との協働授
業では、重い障害のある人がバイクを楽し
む補助器具の紹介と実際の活動のお話(サ
イドスタンド・プロジェクト)、学生とのディ
スカッションを行いました。

地域から学ぶ そ の 4

ユニット：ヒューマンサイエンスの取り組み
担当:三枝亮准教授

神奈川県本庁舎で
行われたセミナー・
交流

02 子どもたちへの科学教育

ロボットプログラミング教室、おもしろ理科
教室、流れのふしぎ科学教室等を厚木市、
愛川町、富士市、裾野市、寒川町、伊豆市、
海老名市等で行いました。
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▶2023年７月2５日

地域連携・貢献センター
〒243-0292 神奈川県厚木市下荻野1030
TEL 046-291-3212　FAX 046-291-8339
E-mail  chiiki-koken@ccml.kanagawa-it.ac.jp
https://kait.jp/cp.kanagawa-it.ac.jp/ccc/

編集
後記

　令和6年能登半島地震に被災されました皆様に心からお見
舞い申し上げます。
神奈川工科大学では、2024年度新たにKAIT TOWNが開設
いたします。地域の皆様と大学をつなぐ拠点とし、お役に立て
ればと思っております。気軽に足を向けて頂ければ幸いです。

神奈川工科大学地域連携・貢献センター　課長 関口幸三

03 健康福祉開発支援センターによる愛川町
生活習慣病予防教室がスタートしました

KAIT 地域連携 検索

2023年8月24日
アジア地域のシンポジストの皆さん

04 国際交流「障害と防災」
草の根ミーティングを開催しました
▶2023年8月22日、24日

05 スマホを持ってあつぎを歩こう
▶2023年10月7日（回顧編）
▶2023年11月25日（防災編）

2023年11月17日
先進技術研究所にて大学の災害対策紹介

2023年11月25日
地震と竹林について
解説と現地確認2023年11月25日　学生によるスマホのサポート

06 医療機器が必要な方のための災害時の電源確保
「やってみよう、電気自動車からの給電」
▶2023年10月19日

主催：平塚保健福祉事務所、共
催：神奈川工科大学地域連携
災害ケア研究センターで難病
患者在宅ケア従事者研修を行
いました。

2023年10月19日
山家先生のデモストレーション

09 厚木市障がい者協議会
防災プロジェクト研修を共催しました
▶2023年11月17日

2023年11月26日
大学見学会　KAIT広場

2023年11月26日
市民講演会  K3号館5階講堂

10 ご希望の地域の方（約330人）が
大学見学会に参加されました
▶2023年11月26日

消防署の応急手当講習会
58人が受講（学生52人、教職員1人、地域の方5人）

11 学生と地域の方で消防署の応急手当講習会
▶2023年12月1日、5日、13日、18日

07 行政機関、民間企業、大学、自治会等による
ミーティングを行いました
▶2023年10月27日

行政機関、民間企業、大学、自治会等
による「地域連携災害ケア研究センタ
ー（地域機関との拡大）ミーティング
～要配慮者を取り残さない災害ケア
に向けて～」を行いました。

2023年10月27日
地域の企業、厚木市役所、
自治会、教職員、学生

08
シティネット事務局長平田ケンドラ氏と
意見交換会を行いました
▶2023年11月15日

シティネット（アジア太平洋
都市間協力ネットワーク）と
はアジア太平洋地域の都市
問題の改善・解決を目指す
非営利の国際組織です。「防
災」、「SDGs」、「気候変動」の
3つの分科会に分かれて活
動しています。

12 文部科学省のタイプ３、タイプ2、タイプ4に
採択されました

文部科学省の「令和５年度 私立大学等改革総合支援事業」
のタイプ３「地域社会への貢献」に採択されました。併せて、
タイプ2「特色ある高度な研究の展開」とタイプ４「社会実装
の推進」が採択されました。　

2023年11月15日
ケンドラ氏、国際センター長、地域連
携災害ケア研究センター長、研究推
進機構事務局長、スマートハウスセ
ンター長、地域連携・貢献センター長
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